お手数ですが、各単組・総支部から、関係職場に周知願います。


社会福祉評議会

2016道本部総合政策局発第0344号

2016年5月6日
各地本・単組・総支部　執行委員長　様

　 
自治労北海道本部

執行委員長　大出　彰良

道本部社会福祉評議会

議　長　　　種谷　文秀

（自治体政策部・社会福祉評議会）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
｢第26回全道保育集会｣及び

「2016年度道本部福祉・介護集会」

の開催について(その2)
　連日の取り組みに、敬意を表します。

　標記集会については、2016年4月1日付2016道本部総合政策局発第0280号で開催についてご案内したところですが、詳細について下記のとおりお知らせします。

　現時点で、集会参加申込者が少ないため、参加申し込みの締め切りを5月20日（金）まで延長しますので、引き続き関係職場から最大限の参加をお願いします。

記

１．集会名　「第26回全道保育集会」「2016年度道本部福祉・介護集会」（同時開催）
２．と　き　＜１日目＞2016年5月28日（土）13：30～17：30（18：30～全体交流会）

＜２日目＞2016年5月29日（日） 9：00～12：00

３．ところ　札幌市北区北6条西7丁目　北海道自治労会館　５階大ホール　外
　　　　　　　　　　　　
４．内　容
＜1日目＞ 
13：30　　　　　開会（13：00～受付開始）
13：30～13：45　あいさつ
　13：45～15：15　講演①「社会保障制度と貧困対策」

　　　　　　　　　講師　日本労働組合総連合　総合政策局生活福祉局長　平川　則男　氏
　15：15～15：30　質疑応答

　　　　　　　　
　15：30～15：45　休憩・移動
　
15：45～17：15　講演②－１「介護保険制度の課題と自治労の取り組み」

　　　　　　　　　講師　自治労社会福祉評議会事務局長　佐保　昌一　氏

　　　　　　　　　講演②―２「ワークショップ～みんなで学ぼう簡単な手品」

　　　　　　　　　講師　自治労後志地方本部　書記長　北本　靖夫　氏

　　　　　　　　　講演②－３「障害者雇用促進法の概要について」

　　　　　　　　　講師　自治労障害労働者連絡会代表幹事　相星　勝利　氏

　

　17：15～17：30　質疑応答
　18：30～20：30　全体交流会　ホテルポールスター札幌 

＜2日目＞

9：00～12：00　分科会

詳細は別紙のとおり
12：00　　　　　終了

５．参加対象　　社会福祉評議会関係職場組合員、地本・単組役員のほか、未加盟・未組織の職員及び臨時・非常勤職員も対象とします。
６．交流会について
（１））参加費（5,000円）は受付の際に単組・総支部ごとにまとめてお支払い願います。

（３）職種や地域を超えた交流を目的としており、講師や助言者にも可能な限り参加していただきますので、最大限の参加をお願いいたします。

７．参加にあたって

（１）参加費は無料ですが、交通費等は単組負担とします。
（２）参加報告については、別紙「参加報告書」に必要事項を記入の上、5月20日（金）までに、ＦＡＸで報告願います。
（３）問合せ等は道本部自治体政策（瀬戸・渡部　℡011-747-3211）までお願いします。

以上
＜別表＞分科会について

	No.
	テーマ
	内容

	1
	子ども・子育て新制度と公立保育所の役割について
　自治労社会福祉評議会

議長　西村　正樹　氏
	　子ども・子育て支援新制度が始まって1年が経過しましたが、保育の質と量の改善については不十分と言わざるを得ません。また、「保育園落ちた」のブログから始まった国会議論において、政府は緊急対策を打ち出しましたが、質の改善をなおざりにした内容となっています。この様な状況の中で、認定こども園移行に際し、公立保育所の民間委託への提案されるところも見受けられ、新制度における公立保育所の役割について徹底的に学習し、理解を深める場とします。

	2
	保育所における保護者対応について
札幌国際大学

非常勤講師　油田　厚生　氏
	　保育現場においては、登園時や退園時に保護者と子どもの状況等を確認することが大切な業務となっていますが、子どもの中には見守りが必要な子どもが増加しており、かつ、保護者にも様々な対応が求められています。子どもや保護者への適切な相談援助及び支援の対応について学びます。

	3
	保育士の処遇改善と非正規雇用の問題
北海学園大学経済学部

教授　川村　雅則　氏


	　公立・民間を問わず、多くの保育所では保育士不足が大きな問題となっています。保育士不足を解消するためには、保育士の処遇改善が求めたれています。
　また、保育職場には正規職員の外に、多くの臨時・非常勤の保育士が働いており、正規職員と臨時・非常勤職員の処遇の格差も顕在しており、この問題解決も非常に重要な課題となっています。

　この分科会では、全道の保育職場の状況や臨時・非常勤保育士の状況などから、今後、労働組合として取り組み課題について学習をしていきます。

	4
	貧困政策と具体的な対策について
北海道保健福祉部援護課

主査　吉良　裕一郎　氏


	　2015年4月から生活困窮者自立支援制度が本格施行となりましたが、子どもの貧困については、先進国では最も高い数値となっています。この状況を改善するための北海道としての施策について学習するとともに、意見交換を行いながら北海道の施策に反映させる取り組みを行います。

	5
	家族介護と介護職場の実態
自治労社会福祉評議会

事務局長　佐保　昌一　氏
	　政府は「新三本の矢」のなかで、「介護離職者ゼロ」を謳い、地域包括ケアシステムに逆行する老人福祉施設の拡充を求めています。改正介護保険法により、施設入所者が要介護３以上となったことにより施設に入所出来ないため、家庭での介護を余儀なくされ、また、施設を増やしたとしてもそこで働く介護従事者が集まらない状況にあり、家族も介護従事者にも負担が大きくなっているのが現状です。　そういった中で、介護を必要とする人に適切な介護を提供出来なくなっている問題について学習し、問題解決に向けた議論を行っていきます。

	6
	介護実習
札幌西円山病院

リハビリテーション部

部長　伊藤　隆　氏
	　札幌西円山病院から伊藤医師を招き、最新の介護技術について、座学と実技を交えて指導していただきます。


	7
	他府県の障害者に関わる事例について
自治労障労連

代表幹事　相星　勝利　氏


	この分科会では、中央本部障害労働者連絡会代表である相星勝利さんを招き、全国レベルでの障害労働者連絡会の取り組み報告と問題提起を受けながら、北海道における当事者運動の強化と道本部障害労働者連絡会の組織強化にむけた議論を行います。
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